
 

 

 
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

序章 将来の丹波市の環境イメージ 
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半世紀ほど前までは、ごく普通の暮らしの中で、燃料には薪炭を、素材には里山の草木を用いてきました。

しかし、灯油やガスの普及、大規模流通網の発達、大量生産・大量廃棄型の生活様式の定着などにより、里

山と市民の関わりが薄れ、自然環境や生活環境に大きな変化をもたらしました。 

私たちの環境をより良くし、将来世代に引き継いでいくためには、環境の現状と課題を見据えつつ、将来

の丹波市の望ましい環境像を思い描くことが大切です。そして、私たち一人ひとりが、望ましい将来の姿を

めざして一歩一歩取り組んでいくことが、環境を良い方向へ向かわせるに違いありません。 


